
み
な
さ
ん
か
ら
、
「
関
空

が
で
き
る
時
に
、
伊
丹
は
廃

止
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
じ
ゃ

な
い
か
！
」
と
、
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
公
文
書

で
は
、
平
成
２
年
に
、
当
時

の
運
輸
省
航
空
局
長
と
大
阪

国
際
空
港
騒
音
対
策
協
議
会

会
長
の
伊
丹
市
長
と
の
あ
い

だ
で
交
わ
さ
れ
た
「
大
阪
国

際
空
港
（
伊
丹
空
港
）
の
存

続
及
び
今
後
の
同
空
港
の
運

用
等
に
関
す
る
協
定
」
し
か

存
在
し
ま
せ
ん
。

政
権
が
変
わ
り
、
関
西
３

空
港
問
題
に
、
地
元
、
国
と

も
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
か

け
は
、
「
事
業
仕
分
け
」
。

チ
ー
ム
は
、
１
兆
円
を
超
え

る
有
利
子
負
債
を
抱
え
る
関

西
国
際
空
港
会
社
へ
の
補
給

金
（
要
求
額
１
６
０
億
円
）

に
つ
い
て
、
新
た
な
支
援
策

を
ま
と
め
る
ま
で
「
凍
結
」

を
求
め
ま
し
た
。
委
員
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
は
、
「
伊
丹

空
港
、
神
戸
空
港
と
の
抜
本

的
な
調
整
を
行
わ
な
い
限
り
、

関
空
へ
の
補
給
金
は
凍
結
す

べ
し
」
、
「
抜
本
的
な
解
決

策
な
し
に
は
、
こ
れ
以
上
の

補
給
金
は
か
え
っ
て
解
決
策

を
遅
ら
せ
る
」
、
「
こ
れ
以

上
、
先
延
ば
し
を
止
め
る
た

め
に
も
、
補
給
金
を
廃
止
に

し
て
退
路
を
断
つ
べ
き
」
、

「
根
本
か
ら
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
伊
丹
空
港
廃
止
を
考
え

な
け
れ
ば
無
理
」
な
ど
、
ご

も
っ
と
も
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

知
事
発
言
の
影
響
以
外
に

も
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
受

け
て
、
大
阪
府
議
会
や
兵
庫

県
議
会
、
ま
た
北
摂
地
域
の

市
議
会
な
ど
地
方
議
会
で
、

伊
丹
の
廃
止
や
存
続
の
決
議

が
相
次
い
だ
わ
け
で
す
。

今
回
の
報
告
書
で
は
、
関

西
３
空
港
問
題
に
つ
い
て
、

今
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
考

え
方
、
大
阪
府
議
会
２
月
定

例
会
の
空
港
関
連
の
会
派
別

決
議
内
容
（
裏
面
記
載
）
に

つ
い
て
、
改
め
て
ま
と
め
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
空
港

ま
ず
、
関
空
は
国
が
６
割

の
株
を
保
有
し
て
い
る
株
式

会
社
、
伊
丹
は
国
営
、
神
戸

は
市
営
で
す
。
し
か
し
、
空

港
政
策
を
預
か
っ
て
い
る
の

は
国
土
交
通
省
で
あ
り
、
一

義
的
に
は
国
が
責
任
を
負
っ

て
い
ま
す
。
本
来
、
国
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

「
伊
丹
廃
港
」
の
基
本
方
針
を

は
っ
き
り
示
す
べ
き
だ
っ
た

の
で
す
が
、
伊
丹
は
「
旅
客

の
利
便
性
」
と
い
う
大
義
名

分
や
先
ほ
ど
の
平
成
２
年

「
存
続
協
定
」
の
ま
ま
に
生
き

長
ら
え
て
き
ま
し
た
。

歴
史
的
経
緯

伊
丹
の
騒
音
公
害
が
、
関

西
空
港
の
原
点
で
あ
り
、
騒

音
公
害
を
陸
地
に
及
ぼ
さ
な

い
と
の
考
え
か
ら
大
阪
湾
内
、

泉
州
沖
５
km
の
現
在
の
位
置

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
伊
丹

の
騒
音
公
害
の
抜
本
的
解
決

を
図
る
た
め
に
構
想
さ
れ
た

の
で
す
か
ら
、
関
西
空
港
の

開
港
と
と
も
に
廃
港
に
す
る

の
が
当
然
の
帰
結
。

し
か
し
、
関
空
が
滑
走
路

１
本
で
の
段
階
的
整
備
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
当
面
の
関
西

圏
の
航
空
需
要
を
満
た
す
た

め
、
存
続
の
道
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

２
本
目
の
滑
走
路
が
共
用

を
開
始
し
た
今
日
、
関
空
で

関
西
の
需
要
は
十
分
賄
え
、

伊
丹
存
続
の
理
由
は
あ
り
ま

せ
ん
。

伊
丹
空
港
の
環
境
対
策
費

住
宅
防
音
工
事
費
な
ど
、

伊
丹
に
投
じ
ら
れ
た
環
境
対

策
費
は
、
08
年
度
ま
で
に
合

計
８
１
６
２
億
４
千
万
円
に

達
し
、
同
空
港
の
着
陸
料
収

入
の
累
計
額
を
上
回
り
ま
す
。

伊
丹
空
港
は
、
旧
空
港
整
備

特
別
会
計
か
ら
の
赤
字
補
填

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
も
、
伊
丹
の

環
境
対
策
費
50
億
円
が
、
毎

年
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
存
続
す
る
限
り
、
環

境
対
策
費
の
支
出
が
続
き
ま

す
。

大
阪
都
心
部
の
再
開
発
へ
の

影
響航

空
法
第
49
条
の
規
定
で
、

空
港
の
着
陸
進
入
コ
ー
ス
に

当
た
る
滑
走
路
の
延
長
線
上

で
は
建
築
物
の
高
さ
に
規
制

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
伊

丹
空
港
へ
の
進
入
路
に
あ
た

る
大
阪
駅
周
辺
で
は
、
こ
の

制
約
が
約
１
９
０
ｍ
で
、
こ

れ
以
上
の
高
さ
の
ビ
ル
は
建

て
ら
れ
ま
せ
ん
。
新
大
阪
駅

で
は
１
３
０
ｍ
前
後
に
上
限

が
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

阪
に
残
る
最
後
の
再
開
発
エ

リ
ア
と
い
わ
れ
る
大
阪
駅
北

ヤ
ー
ド
も
、
高
さ
制
限
が
、

南
端
で
１
８
０
ｍ
、
北
端
で

１
７
０
ｍ
ほ
ど
の
ビ
ル
し
か

建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
地
価
の

高
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
土
地

の
高
度
利
用
を
す
べ
き
で
す
。

日
本
の
都
心
部
に
超
高
層
ビ

ル
が
な
い
の
は
、
大
阪
と
福

岡
で
あ
り
、
そ
の
共
通
点
は
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市
街
地
に
空
港
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
す
。

危
険
空
港

伊
丹
は
、
離
着
陸
コ
ー
ス
が

住
宅
密
集
地
の
上
に
設
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
万
一
の
際
に
大

惨
事
を
招
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
世
界
で
最
も
危
険
な
空
港

だ
と
言
わ
れ
た
ワ
ー
ス
ト
５
は
、

香
港
、
ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
、
伊
丹
、
福
岡
で
し
た
。
香

港
、
ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

は
、
新
空
港
完
成
と
と
も
に
廃

港
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
の
伊

丹
と
福
岡
だ
け
が
、
依
然
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
ハ
ブ
空
港
は
、
韓
国
の

仁
川
（
イ
ン
チ
ョ
ン
）
が
担
っ

て
い
る

海
外
へ
行
か
れ
た
方
は
、
韓

国
の
仁
川
国
際
空
港
を
経
由
し

て
、
日
本
へ
帰
っ
て
く
る
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
韓
国
の

仁
川
国
際
空
港
が
、
ア
ジ
ア
を

含
め
日
本
の
ハ
ブ
空
港
の
役
割

を
果
た
し
、
世
界
と
日
本
と
は
、

韓
国
の
仁
川
国
際
空
港
を
経
由

し
て
日
本
の
地
方
空
港
に
繋
が
っ

て
い
る
と
い
う
構
図
で
す
。
国

内
の
23
地
方
空
港
で
、
週
４

０
９
便
の
国
際
線
が
あ
り
、
う

ち
約
１
２
０
便
を
仁
川
便
が
占

め
ま
す
。
客
数
で
は
、
日
本
・

仁
川
間
の
４
０
％
を
地
方
空
港

が
占
め
、
残
り
を
成
田
、
羽
田
、

関
空
、
中
部
が
担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
関
空
と
伊
丹
に
分
散
し

て
い
る
地
方
路
線
を
関
空
に
一

本
化
し
、
集
約
で
き
れ
ば
、
仁

川
に
流
れ
て
い
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
（
乗
り
継
ぎ
客
）
を
関
空
に

取
り
込
む
こ
と
が
出
来
る
は
ず

で
す
。

関
空
の
実
力

国
内
・
国
際
を
結
ぶ
内
際
乗
り

継
ぎ
の
機
能
を
持
っ
て
い
る

関
西
空
港
は
、
４
０
０
０
ｍ

と
３
５
０
０
ｍ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
滑
走
路
２
本

を
持
ち
、
補
修
に
よ
る
閉
鎖
時

間
を
入
れ
て
も
、
完
全
24
時

間
運
用
が
で
き
る
体
制
で
あ
り
、

ま
た
、
国
内
・
国
際
線
の
乗
り

継
ぎ
が
１
フ
ロ
ア
の
昇
り
降
り

で
す
む
、
極
め
て
利
便
性
の
高

い
「
内
・
際
空
港
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
全
体
の
国
際
線

需
要
を
成
田
と
と
も
に
担
う
条

件
を
十
分
に
備
え
て
お
り
、
乗

り
継
ぎ
の
利
便
性
で
は
成
田
を

し
の
ぎ
ま
す
。

こ
の
機
能
を
活
か
す
た
め
に

は
、
関
空
を
国
内
空
港
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
に
し
っ
か
り
と
位

置
づ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

現
状
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
孤
立
し
た
存
在
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
宝
の
持
ち
腐

れ
で
あ
り
、
国
民
的
資
産
の
無

駄
使
い
で
す
。

し
か
し
、
騒
音
公
害
フ
リ
ー

で
24
時
間
運
用
可
能
な
空
港

を
目
指
し
た
結
果
と
し
て
の
海

上
空
港
、
膨
大
な
建
設
費
を
賄

う
た
め
の
借
入
金
、
そ
の
利
払

い
に
よ
る
経
営
硬
直
化
、
こ
れ

ら
は
誕
生
時
か
ら
関
空
が
負
わ

さ
れ
て
き
た
構
造
的
宿
命
で
あ

り
、
ま
た
、
旅
客
者
の
ア
ク
セ

ス
時
間
・
費
用
も
高
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。私

の
結
論

当
然
で
す
が
、
伊
丹
は
廃
止
！

伊
丹
廃
止
へ
の
道
筋
で
す
が
、

ま
ず
、
関
空
と
伊
丹
の
一
体
経

営
で
効
率
化
し
ま
す
。
現
在
の

伊
丹
で
は
、
空
港
経
営
を
支
え

る
は
ず
の
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
を
別
会
社
が
経
営
し
て
い
る

の
で
、
空
港
そ
の
も
の
を
民
営

化
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
駐

車
場
と
の
一
体
経
営
体
制
を
と

り
ま
す
。
こ
れ
で
、
非
空
港
系

収
入
の
最
大
化
を
図
り
、
10
年

～
15
年
後
、
な
に
わ
筋
線
が

開
通
し
、
大
阪
都
心
の
梅
田
北

ヤ
ー
ド
か
ら
関
空
ま
で
30
分

程
度
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
伊
丹
の
国
内
線
を
一
気
に

関
空
へ
移
し
ま
す
。
当
然
、
伊

丹
は
廃
止
し
、
跡
地
を
売
却
。

約
１
兆
円
と
い
わ
れ
る
売
却
益

を
関
空
の
借
金
返
済
に
充
て
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
間
は
、
国
鉄

清
算
事
業
団
方
式
の
よ
う
に
、

事
業
団
に
伊
丹
の
土
地
と
関
空

を
セ
ッ
ト
で
抱
い
て
も
ら
い
、

上
物
は
、
伊
丹
と
関
空
の
両
方

を
関
空
会
社
で
経
営
し
ま
す
。

決
議
案

伊
丹
は
、
規
模
の
大
き
な
国

営
空
港
で
す
の
で
、
廃
止
は
非

常
に
困
難
で
す
が
、
国
を
動
か

す
た
め
に
、
ま
ず
、
地
元
大
阪

が
改
革
の
痛
み
を
引
き
受
け
る

こ
と
を
決
断
す
べ
き
で
す
。
そ

れ
が
、
ま
さ
に
、
「
伊
丹
廃
止
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、

は
っ
き
り
「
伊
丹
は
廃
止
」
と

記
し
た
決
議
案
に
署
名
し
提
案

し
ま
し
た
（
表
の
通
り
）
。
し
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